
 
研修会開催状況の概要 

 

お知らせの

タイトル 
令和3年度多面的機能支払交付金に係る研修会（事例発表会）が開催されました 

概 要 

本研修は、山形県多面的機能支払の実施に関する基本方針に定める、「市町村及び対象組

織等に対し必要に応じて説明会を開催する」ことに基づき、多面的機能支払交付金に取

組む活動組織の県内活動事例を紹介すると共に、新たな事業への取組や適正な事務処理

の取組を推進することを目的とし実施しました｡ 

 

令和3年11月18日 やまぎん県民ホール（村山･置賜管内） 

令和3年11月30日 酒田市民会館希望ホール（最上･庄内管内） 

18日 活動組織、市町村担当者、土地改良区、県担当者（村山･置賜管内）計３８１名 

30日 活動組織、市町村担当者、土地改良区、県担当者（最上･庄内管内）計４００名 

 

※なお、研修会の動画はYouTubeにアップしますのでそちらから閲覧できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 

 

次頁以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆ 主催者   山形県多面的機能支払推進協議会 

 
１．あいさつ 協議会会長のあいさつ 

  
２．県内の取組状況について   県農村計画課 木村農村保全主査が説明 

 
３．事例発表 

 
（１）『農業・農村継続への一歩～広域化の取組～』 

最上町広域協定事務局長   大場  晃 氏 
 

（２）『田んぼダムプロジェクト～田んぼダムによる防災・減災の取組について～』 
いなばエコフィールド協議会 佐藤 友二 氏 

 
（３）『活動組織からの事務受託について』 

最上川中流土地改良区財務課長補佐  
（兼）多面的機能支払交付金統括   品川 康臣 氏 

 
（４）『長寿命化工事の他事業活用について』 

南陽市農林課農村整備係長   佐藤 智治 氏 
 
４．質疑応答 

両会場共に質疑事項無し。 
 
 
 

以  上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 

 

次頁以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
やまぎん県民ホール状況 

        
        

        
               

酒田市民会館状況 

        
        

        
       

 


